
平成29年度 現地検討会実施状況（森林計画等）

分野 検討会名 開催⽉⽇ 主催・共催 開催地 ⽬的 内容 写真

国有林 10 名

⺠有林 名

⾃治体 14 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 24 名

国有林 10 名

⺠有林 名

⾃治体 2 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 12 名

国有林 11 名

⺠有林 2 名

⾃治体 12 名

事業体 名

研究機関 名

その他 名

合計 25 名

出席者

森林計画
倶知安町有林森林整備にか
かる現地検討会

7⽉20⽇
後志森林管理署
倶知安町

倶知安町（町有林）

町有林の森林整備を⽀援するた
め、主間伐の⽅法等森林経営に関
する現地検討会を実施

施業⽅法を現地で検討

施業箇所が⼩規模・点在している
ことや路網状況等により搬出間伐
が進まない⼀般⺠有林に対し、隣
接する道有林の路網、⼟場を活⽤
して共同施業・協調出荷に⾄るま
での課題やメリットについて現地
検討を実施

 現地において路網、⼟場予定地及び事業コスト、ロッ
ト拡⼤等について森林室から説明があった。
 ⺠有林所有者から「⻑年提案していた共同間伐が進展
したので今後の施業に期待している」との意⾒があっ
た。
 効果の実証によっては国有林との事業展開も期待され
た。

現地検討会の様⼦

 後志総合振興局及び周辺⾃治体と連携して、町有林の
森林整備を⽀援するモデル地区として定めた倶知安町有
林で、今後の主間伐を適切に⾏うための具体的な施業⽅
法に関する現地検討を実施した。
 意⾒交換では、「倶知安町の今後の⽊材利⽤⾒込みと
伐採計画をリンクさせていく必要がある」「収穫調査の
実施者及び必要経費をどうするのか」「町有林全体の森
林整備のストーリー作りが必要」「要施業地以外の周辺
箇所の取り扱いをどうするのか」などの意⾒があった。
 引き続き、総合振興局及び周辺⾃治体と連携して⽀援
する予定である。

今後の地域林業のあり⽅について
意⾒交換を⾏うため、⺠有林及び
国有林の担当者がお互いの作業シ
ステムなど地域の現状把握を実施

 実⾏中の⺠有林の施業を視察する機会が少ない当署職
員の⾒識を深めるため、天塩町林務担当者の案内で更新
伐を視察した。

更新伐の視察

協定・施
業団地

道有林・⼀般⺠有林との共
同施業・協調出荷に係る現
地検討会

9⽉28⽇
留萌振興局留萌森林室
留萌南部森林管理署

⼩平町（道有林）

森林計画 ⺠有林更新伐施業勉強会 9⽉4⽇
天塩町農林⽔産課
留萌北部森林管理署

天塩町（町有林）



平成29年度 現地検討会実施状況（森林計画等）

分野 検討会名 開催⽉⽇ 主催・共催 開催地 ⽬的 内容 写真出席者

国有林 5 名

⺠有林 名

⾃治体 6 名

事業体 3 名

研究機関 名

その他 名

合計 14 名

国有林 52 名

⺠有林 名

⾃治体 名

事業体 名

研究機関 2 名

その他 名

合計 54 名

北海道森林管理局計画課 ⼠別市（国有林）森林計画
平成２９年度森林計画樹⽴
に係わる現地意⾒交換会

10⽉12⽇

現地で説明している様⼦

 「天然⼒を活⽤した多⽤な森林づくりの推進につい
て」をテーマに、朝⽇天然林施業試験地において照度別
地掻箇所の更新状況について天然更新を、ひいては⼈⼯
林施業にも何かヒントにならないかの意⾒交換を実施し
た。

⺠有林における今後の事業の仕
様、作業⽅法を検討するため、無
⼈航空機（ドローン）を活⽤して
空から作業状況を確認する現地検
討会を実施
町担当者職員へ素材検知技術の向
上を図るため、勉強会を実施

平成２９年度に地域管理経営計画
及び国有林野施業実施計画の樹⽴
作業を⾏う「⽯狩空知」「上川北
部」「後志胆振」森林計画区及び
平成３０年度に樹⽴作業を⾏う
「上川南部」「網⾛⻄部」「⼗
勝」森林計画区について、計画内
容の充実及び森林の取り扱い等の
現場への定着を図るため、森林の
取り扱い等の⽅針について学識経
験者等の意⾒を聞くと共に、森林
管理署の職員も交えた意⾒交換を
実施

 前回（９⽉４⽇）に現地視察を⾏った更新伐箇所にお
いて、無⼈航空機（ドローン）を活⽤して空から伐採跡
地等を確認し意⾒交換を実施した。
 検討した結果については、今後、事業体への指導等に
反映させることとなった。
 また、ドローン操縦の実技講習も実施した。
 素材検知については、町からの要望もあり町林務担当
職員に対して現場において検知の実地研修を⾏った。

ドローン操作講習会の様⼦

森林計画
更新伐施業現地検討会及び
素材検知勉強会

10⽉10⽇ 留萌北部森林管理署 天塩町（町有林）


